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本年度の入社式・辞今交付式はZoomを 用いたハイブリット形式での開催とな
りました。今回は新入社員6名 が入職され、2名 の職員が正社員へ移行されま丸
同一会場に集う形で新年度へ向かう想いを共有する事は出来ませんでしたが、
各事業所にライブ配信された映像内の初々しくも意欲溢れる姿はこれからの法
人を考えていく上で大きな希望となり、私達にとっても今一度初′きに戻って気持
ちを引き締める良い機会となりました。新人の皆さんにはやりがいのある職場で
経験を積みながら、チームの輪に早く慣れて頂き、私逹らしいケアを提供出来る
ようスタッフー同で支援しながら一緒に頑張っていきたいと思いま丸
新人の皆さん、これからどうぞよろしくお願いします/ (矢島慎也)
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扮 鰤 饂

饂礫鰺覺卜饒鰺炸屹慟》
①明るく、楽しく、元気よく/

②釣り、ゲーム(どんな
ジャンルでも/)

③一生懸命頑張ります./

よろしくお願いします/

①"継続は力なり"何事にも請
めずに取り組む力をつ|す、
うららの役に立てるように

頑張ります。
②友達とカフェに行ったりして

遊びま丸
③利用者さんの希望に基づく

寄り添ったリハビリを提供
していきたいです/

鬱楊ざ―|‐
③蒼歴蔓脅ンく"出来「

こと

①"笑うF]に は福来たる"

②もっぱら感謝されない(泣 )

子供達の部活の送速に
明け暮れてます/

③早く仕事を覚え、「うららの
職員です/」 と胸を張って
言えるように頑張ります/

①趣味やモットー、座右の銘は/

②お休みの日の過ごし方は?
③抱負やメッセージをどうぞ/

ン

①パズル雑誌を解くこと。
数独とお絵かきロジック
が好きです。

②産直めぐリ

ジ

蝙

鞣彦覺貯巫洟な命腑 i―‐‐‐■■‐―■■■■■■■■■■|■■■■■■■■|■

①
〃
感謝"親や友人に
助けられて今の自分が
ある。

②家でネコと遊ぶ/●
‐

③一生懸命頑張ります/

ラーメン大好きです/
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在
宅
で
過
かヽ
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、市
が
行
っ
て
い
る
介
護
保
険
以
外
の

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、利
用
条
件
に
合
え
ば
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
事
が
出
来
ま
す
。介
護
負
担
（身
体
的
・経
済
的
）の
軽
減
に
繁
が
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
つヽ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

↓
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
へ
助
成
券
を
交
付
。

▼
せ
帯
豊
量
が
市
民
枇
非
課
税
で
め
る
Ｆ
こ

上
般
券
（要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
）
色
々
な
場
面
で
使
用
出
来
る
券
で
す
。

▼
ご
本
人
が
市
民
税
非
謡
税
で
議
事
いヽ・・と

・ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車
専
用
券
（座
位
保
持
が
困
難
な
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
方
）

・訪
間
理
容
・美
容
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
（妥
介
護
１
以
上
の
方
）

。寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
（高
齢
者
世
帯
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

。在
宅
紙
お
む
つ
券
（要
介
護
１
以
上
で
、介
護
認
定
審
査
資
料
で
常
時
失
禁
状
態
と

認
め
ら
れ
た
方
）

▼
課
税
条
件
な
し

・鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
利
用
助
成
券
（昭
和
２８
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

↓
満
６５
歳
以
上
で
、福
祉
用
具
の
対
象
品
目
か」と
に
要
件
あ
り
。

↓
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、疾
病
や
虚
弱
な
ど
の

理
由
で
日
常
生
活
に
援
助
が
外
要
な
方

一ず

％つ
れ
だ
０
時

躊
碧
埒
勒
腋
申
。

酒田市の  |
員に詳しい |
情報は次頁、|
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施
術
１
口
に
つ
き
千
円
と
し
、
１
人
年
６
口
分

の
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

１０
月
以
降
の
申

詩
は
３
口
分
と
な
り
ま
す
。

７０
歳
以
上
（年
度
内

一
一玉
７０
歳
に
な
る
方
を
含
む
）が
対
象
で
す
。利
用
者

一Ｆ̈
一‥‐ 鯰

蜃
市
釉
式
包
咤
真
鐘
饂
ン
タ
‐
は
く
辟

躇
蟷

隆
吻
覇
饂
魃
黎
踪
豊
鯰
覺
瞼

今
和
４
年
度
の
福
祉
事
業
の
お
知
ら
せ
で
ｔ

●
自
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
に
生
活
援
助
員

（１
名
）を
派
遣
し
１
時
間
以
内
で
行
え
る
日
常
生

活
上
の
簡
単
な
援
助
を
す
る
事
業
で
す
。

【対
象
者
】

“
歳
以
上
の
独
居
せ
帯
、高
齢
者
の
み
世
帯
等

（た
だ
し
、介
護
保
険
の
要
支
援
、
妥
介
護
の
認
定

癬
ま
し
ず
つ
は
膵
た
釉
て
鑽
猥
し
、か」饉
な
機
勒
謳

∝利
点杵）※製繁
本までね
！
一膵ダ
剰
鐵
霧
魏
一軋

③
手
す
り
の
設
置
（住
宅
出
入
リ
ヨ

①②は６５歳以上が対象、③は６５歳以上のみの一基令楼『響鏡料一軒一銀犠攣華『寵懇鑽％鼈

一
世
帯
で
、介
護
認
定
を
申
請
し
て
い
な
い
方
　
　
　
　
一一

※
入
浴
補
助
用
具
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
、

【鶴

写
対
赤

と
な
り
ま
た

肇
玉
絨

辟
痙
茫
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法^
人
宏
友
会
　
職
員
募
集
中
で
す
。

不
職
種
■
介
護
職
員
、
看
護
師

（准
看
護
師
可
）
、
支
援
相
談
長
ヽ

一
鰤

格‐‐理‐
莉
亀
構
理
に
て
蝶
赫
鰈
蝶
琺
計

４
護
職
ｉ
は

，
一経
験
‐
‐
一

ぼ
協
と
な
り
ま
ｔ

曖
覺
魃
巫
斃
釉
．

議
罹
可
蒙
　
曇

一諄
な
緩為
時
ち
で
鐙
え
鏃
新
雑
鏡
食
篠
裁
一、奎
彗
参
纂
構，
壼
丁

編
集

‥作
成
　
広
報
委
曇
会
　
印
刷

鯨

小
松
写
真
印
刷

籍
が
咲
単
簿
摯
ノ、新
鮮
な
気
蒔
鷲
ゞ
７
え
鏃
新
尊
庸
賞
鶴
裁
一査
減
の
引
■
ｔ鬱
〓

を
磯
議
苗
鍵
げ
グ‘曇
濃
奪
ヽ
機
農
懸
命
季
ト
ッ
す
苺
鶯
麟
買
資
繭
奪
警
み
様
で
■

鐵
鷺
―
今
、意
臨
餞
寿
書
な
や
な
を
略
罐
‥し，基
替構
な
銃
摯
言
え
一ぼ
Ｐ十
■
す

■

難
書
議
小
難
薇
暮
ら
な
ば
、暴
慾ヽ
譲
が
唱
磯
亀
さ
れ
燿
轟
鸞
〓鵞
・，キ
〓
・■
Ｌ
■
〓

鍾
な

っ
て
い
く

亀

が
な
譲

す
、
き

砂

移

３
が
驚
議

で

轟
る
Ａサ
．
案

境

年

■
一
・́ご

・合
』

な
堆
通
権
じ
、「一ツ
螢
ツ
頸
撃
織
ん
で
み
卜
携ヽ
「′と
思
ず
象ヽ
ま
す
一
書
灘
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